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１ 日時 

  平成２８年３月８日（火）  開会：午前１０時     閉会：午後０時２６分 

                                                                   

２ 場所 

  全員協議会室 

                                                                   

３ 審査案件 

  議案第 ３号  平成２７年度筑西市一般会計補正予算（第９号）のうち所管の補正予算 

  議案第 ４号  平成２７年度筑西市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

  議案第 ５号  平成２７年度筑西市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

  議案第 ９号  平成２７年度筑西市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

  議案第１０号  平成２７年度筑西市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 

  議案第１２号  平成２７年度筑西市病院事業会計補正予算（第４号）のうち所管の補正予算 

  議案第１７号  筑西市特別職の職にある者で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

改正について（分割付託分） 

  議案第２１号  筑西市指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の全部改正について 

  議案第２２号  筑西市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準等を定める条例の一部改正に

ついて 

                                                                   

４ 出席委員 

委 員 長 増渕 慎治君 副委員長 保坂 直樹君   

委 員 小倉ひと美君 委 員 三澤 隆一君 委 員 稲川 新二君 

委 員 大嶋  茂君 委 員 真次 洋行君 委 員 三浦  譲君 

                                                                   

５ 欠席委員 

   な し 

                                                                   

６ 議会事務局職員出席者 

書 記 田中 佑治君   

                                                                               

委 員 長  増 渕 慎 治  
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開 会 午前１０時

〇委員長（増渕慎治君） 皆様、おはようございます。時間になりましたので、ただいまから福祉文教委

員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は８名であります。よって、委員会は成立しております。

それでは、３月４日に本委員会に付託されました議案について審査してまいります。

補正予算議案６案、条例議案３案について所管部ごとに審査していただきたいと思います。ご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 異議なし。それでは、審査を始めます。

初めに、保健福祉部です。

まず、議案第３号「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、本委員会の所管について

審査していただきたいと存じます。

なお、議案第３号については、複数の部にまたがるため、各部の審査終了後、採決したいと存じます。

それでは、議案第３号「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、保健福祉部所管の補

正予算について説明を願います。

それでは、まず、鈴木医療保険課長。

〇医療保険課長（鈴木利正君） おはようございます。それでは、議案第３号「平成27年度筑西市一般会

計補正予算（第９号）」中、医療保険課所管の補正予算につきまして説明させていただきます。

12、13ページをお開き願います。歳入でございます。款15国庫支出金、項１国庫負担金、目３民生費国

庫負担金、節１社会福祉費負担金のうち、説明欄１、国民健康保険事業費負担金（保険基盤安定）6,860万

6,000円の増額補正でございます。これは、負担金交付基準額が拡大されたことに伴い、増額となるもの

でございます。

次に、同じく同ページ中段でございます。款15国庫支出金、項２国庫補助金、目３民生費国庫補助金、

節１社会福祉費補助金のうち、説明欄29、社会保障・税番号制度システム整備費補助金278万4,000円の減

額補正でございます。社会保障・税番号制度システム整備費のうち、国民健康保険システムに係る委託料

が減額となることから、補助金を減額するものでございます。

続きまして、14、15ページをお開き願います。上段でございます。款16県支出金、項１県負担金、目３

民生費県負担金、節１社会福祉費負担金、説明欄１、国民健康保険事業費負担金（保険基盤安定）4,804万

2,000円の増額補正でございます。負担金交付基準額が拡大されたことに伴い、保険者支援分と保険税軽

減分の交付見込み額が増額となることによるものでございます。

続きまして、24、25ページをお開き願います。ページ中段、歳出でございます。款３民生費、項１社会

福祉費、目４国民健康保険事業費、説明欄、国民健康保険特別会計繰出金４億5,367万3,000円の増額補正

でございます。国・県負担金であります保険基盤安定負担金の増額に伴う法定繰出金の増額と国民健康保

険特別会計における歳入不足、主に国民健康保険税の減少でございますが、に伴いまして、その他繰出金
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を増額するものでございます。詳細につきましては、議案第４号で説明させていただきます。

続きまして、26、27ページをお開き願います。上段でございます。款３民生費、項１社会福祉費、目８

老人医療給付費、説明欄、後期高齢者医療特別会計繰出金25万9,000円の増額補正でございます。職員給

与改定に伴う人件費繰出金を増額するものでございます。詳細につきましては、議案第５号で説明させて

いただきます。

以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

次に、山口社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山口信幸君） 社会福祉課、山口でございます。よろしくお願いします。

それでは、引き続きまして、社会福祉課所管の補正予算についてご説明を申し上げます。

ページでございますが、歳入でございます。12ページから13ページをごらんいただきたいと思います。

款15項１目３の民生費国庫負担金でございます。社会福祉費負担金のところでございますが、201万7,000円

の減額補正でございます。これにつきましては、生活困窮者自立支援事業の中の住居確保給付金事業に伴

う減額ということになります。この事業の申請者、そういった対象者ですね、そういった方が少なくなっ

ているということで減額をするものということでございます。

続きまして、同ページでございます。款15項２目３民生費国庫補助金の中の社会福祉費補助金でござい

ます。4,418万2,000円の減額補正ということでございます。これにつきましては、臨時福祉給付金事業に

伴う減額でございまして、これにつきましては、申請率が72％になる見込みということで、あらかじめ予

算のほうの減額をさせていただくというものでございます。

次に、ページでございますが、14ページ、15ページをごらんいただきたいと存じます。款16項２目３の

民生費県補助金でございます。その中の社会福祉費補助金でございます。27万9,000円の増額補正という

ことでございます。これにつきましては、平成26年度中に決定いたしました住宅手当緊急特別措置事業に

係る県補助金ということでございます。これにつきましては、本来、平成27年度から生活困窮者自立支援

事業が創設されたことに伴いまして、この事業が名称を変更してこの国庫負担金の中に入ってくるという

ことで当初予算をさせていただいたわけでございますけれども、その後、平成26年度に決定したものにつ

いては、従来どおり県補助金で対応しますということで方向の変更があったために、今回、県補助金のほ

うに予算額を計上するものでございます。10分の10の補助ということで、同額の支出をしているところで

ございます。

次に、同ページでございます。款18項１目３の民生費寄附金でございます。19万6,000円の増額補正で

ございます。これにつきましては、12月以降５件の寄附金をいただきましたので、歳入予算のほうに計上

させていただくものでございます。歳出につきましては、財政課所管の福祉事業基金への積み立てという

形になります。

続きまして、歳出でございます。22ページから23ページをごらんいただきたいと存じます。下段のとこ
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ろに、款３項１目１の社会福祉総務費というものがございます。その中の臨時福祉給付金支給事業、こち

らで4,418万2,000円の減額補正でございます。これにつきましては、歳入と同額の減額補正ということで

ございます。10分の10の補助ということですので、歳入歳出同額の減額ということになります。先ほど申

しましたように、申請率のほうがおおむね72％になる見込みだということから、減額をさせていただくも

のということでございます。

次に、25ページのほうをごらんいただきたいと思います。24、25ページになります。その中の生活困窮

者自立支援事業の中で、198万1,000円の減額補正ということでございます。これにつきましては、歳入と

関連いたしますが、住居確保給付金事業、この対象者、申請者数が減ったことに伴う減額補正というよう

なことでございます。これにつきましては、昨年末までの若干の景気回復基調というのがございまして、

リストラ等で企業を退職とか首になるという方が比較的少なくなっているということから、この事業の申

請者数が減っているというようなことが原因ということで考えているところでございます。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） ありがとうございます。

それでは、質疑を願います。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 臨時福祉給付金についてなのですけれども、歳入と歳出になるのですけれども、

申請率が72％というのはどう見たらいいのかなということなのですが、支給されるということであれば全

員が申請するのかなと思っていたらそうでもないと。この辺のところちょっとお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） 山口社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山口信幸君） お答えいたします。

臨時福祉給付金につきましては、確かに国からいただけるということなので、私どもとしても100％の

申請があるものとして予算措置のほうはさせていただいたのですが、やはりこの制度に関しては賛否両論

がありまして、支給対象者の中にもですね、税金の無駄遣いはないのかと、ばらまきはないのかとかです

ね。申請に比較的いろいろな書類をつけます。そういうことから、個人情報関係もありまして、申請しな

いよという方も結構いるということが現状にあります。そういうことから、あとは対象者がお年寄りの方

も多いということも原因かと思いますけれども、そういうお年寄りの方については、民生委員さんにお願

いして声かけなどを行ってもいただいております。そういうこともしているにもかかわらず、若干申請率

が低いということはあるのかなというふうに思っております。昨年も69％、２年続けて同じことをやりま

して、周知活動につきましても毎月広報紙で広報する、ホームページにも載せる、国のほうでもホームペ

ージをやっています。それから、政府広報もやっています。それでも少ないということもありますので、

その辺のところは国の方向としてもこの後どういうふうに検討するかなというのは、来年も同じような形

でやりますので、市としては周知活動をしっかりしていきたいというふうに考えています。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 周知活動が本当に対象者に届いているかという点のことなのですけれども、民生

委員から声かけを行わせたということで、それはいつの時点でやって、100％声かかっているかどうかで
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すね。それで、あと反応はどうだったのかといったところはつかんでいますか。

〇委員長（増渕慎治君） 山口社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山口信幸君） お答えいたします。

民生委員さんについては、この制度が始まった時代から順次通常の見守り活動の中で要援護者のお宅を

訪問していただきますので、そのときに声かけをしていただくということなのです。ただ、その要援護者

だからといってこの給付金の対象者になるとは限っていないということがあります。これは非課税を対象

にしているということと、税の扶養にお年寄りの方がなっている場合は対象とならないということなので、

あくまでも誰が対象かということを把握することはできません。そういったことから、あくまでも声かけ

運動にとどまっているというのが現状でございます。でも、可能な限りそういう通知が来た場合には、申

請を呼びかけるということでお願いしております。

〇委員長（増渕慎治君） はい。

〇委員（三浦 譲君） あと、もう一点、添付書類が煩雑だという点、あとプライバシーの問題等、その

辺の添付書類についてはどういうもので、敬遠されているのは何でかということなのですが。

〇委員長（増渕慎治君） 山口社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山口信幸君） やはり個人情報に対する必要以上の警戒心というのがあるのかなという

ふうに思います。実際この申請するときには、多分家族何人か申請書でします。その場合は、家族全員の

身分証明をする書類として免許証、または保険証、そういったものの写しを必ず添付していただくという

形にしています。また、口座振り込み、これを基本としておりますので、通帳の写し、こういったものも

義務づけております。そういうことから、そんなことまで出すのなら出さないよというような方も何人か

おられたのは事実でございます。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかに。

三澤委員。

〇委員（三澤隆一君） 先ほど課長言われました生活困窮者自立支援事業の中で、生活確保給付金という

ことで、リストラ等が減ったということで申請が減ったということなのですが、この給付金の申請が減っ

たということは、経済的な困窮者が減少したというふうに捉えていいのでしょうかということをちょっと

聞きたいのと、あと、年々、これ毎年どのぐらいの変化があるのか、その数字だけちょっと教えていただ

ければと思います。

〇委員長（増渕慎治君） ２点でいいね、はい。

では、山口社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山口信幸君） お答えいたします。

困窮が減少したかどうかというのはなかなか判断が難しいところでございますけれども、今有効求人倍

率が１を超えているということから、リストラされたとしても、ある程度やる気がある方についてはハロ

ーワークに通うことによって次の仕事を探すこともできるという環境になっているというのが現状かと思

います。直近のデータでは、10月現在のものしかないですが、この近辺で1.3というぐあいに捉えてござ
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います。

それから、過去の実績でございますけれども、この事業につきましては、リーマンショック以降の緊急

経済対策の中で行われてきた事業ということであります。筑西市で一番多いのは平成23年度ということで、

実人数33名の方に132カ月分の住宅手当を支給しております。463万円ほど支給しております。平成27年度

は若干少なくなっておりまして、実数５名の方に14カ月分ということで、今現在では62万円ほどの支給に

なっているということです。

〇委員長（増渕慎治君） 三澤委員。

〇委員（三澤隆一君） ありがとうございます。わかりました。

〇委員長（増渕慎治君） 三澤委員、オーケー。

そのほか、委員の皆さん。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか、はい。

それでは、質疑を終結いたします。ご苦労さまでございます。

次に、杉山障がい福祉課長。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） 障がい福祉課、杉山でございます。よろしくお願いいたします。

障がい福祉課所管の補正予算についてご説明申し上げます。

まず、12ページ、13ページ、款15国庫支出金、項２国庫補助金、目３民生費国庫補助金、節１社会福祉

費補助金、説明欄の９、地域生活支援事業費等補助金215万1,000円の増額補正でございます。日常生活の

申請が増額したことによるものでございます。国庫補助金は２分の１の負担となっております。

続きまして、14、15ページになります。県支出金になります。同じく地域生活支援事業費補助金の107万

5,000円の増額補正をお願いするものでございます。県補助金といたしましては、４分の１の補助となっ

ております。事業につきましては、歳出のほうでご説明させていただきます。

続きまして、歳出でございます。22ページから25ページにまたがります。款、項につきましては22ペー

ジ、民生費、項１の社会福祉費、目につきましては次の24ページの身体障害者知的障害者福祉費、説明欄

といたしましては、地域生活支援事業費430万4,000円の増額補正でございます。その事業の中の日常生活

用具給付費等の蓄便袋・蓄尿袋といったストマ用具を必要とする患者さんの増加によるものでございま

す。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいでしょうか。

三澤委員。

〇委員（三澤隆一君） 先ほど言われました障害者等日常生活用具の部分で、ちょっとそのストマ用具で

すか、それどういったものなのですか。

〇委員長（増渕慎治君） 杉山障がい福祉課長。
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〇障がい福祉課長（杉山量美君） ご説明いたします。

大腸がん患者さんとか、あと尿を、そういったものにつきまして人工的なものでございます。

（「わかりました。ありがとうございます」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほか、よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。ご苦労さまでございます。

次に、大山高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） 高齢福祉課の大山です。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、高齢福祉課所管の一般会計補正予算につきましてご説明をいたします。

24、25ページをお開き願います。歳出でございます。最下段になります。款３民生費、項１社会福祉費、

目５老人福祉費、節28繰出金、説明欄、介護保険特別会計繰出金2,149万6,000円の減額補正をお願いする

ものでございます。これにつきましては、介護保険課及び高齢福祉課地域包括支援グループ職員の人件費

の減額によるものでございます。

次の27ページ、説明欄の介護サービス事業特別会計繰出金12万9,000円の増額補正をお願いするもので

ございます。これにつきましては、高齢福祉課地域包括支援グループ職員の人件費の増額によるものでご

ざいます。詳細につきましては、この後の平成27年度介護保険特別会計補正予算及び介護サービス事業特

別会計補正予算でご説明いたします。

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） 質疑を願います。

大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） 24、25の老人福祉の中で介護保険施設開設準備経費助成特別対策事業について、

本会議でも部長のほうから説明あったのですが、これについて、ちょっと内容をお願いしたいのですが、

介護保険施設開設準備経費補助金、どういう施設をつくる、どこへ。お願いします。

〇委員長（増渕慎治君） 大山高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答えします。

その開設準備補助金につきまして、この後、介護保険課のほうから説明いたしますので。

〇委員（大嶋 茂君） ああ、そうですか。わかりました。では、結構です。

〇委員長（増渕慎治君） 大嶋委員、いいですか。

〇委員（大嶋 茂君） はい、結構です。

〇委員長（増渕慎治君） そのほか委員の皆さん、どうですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。ご苦労さまでございました。

次に、岩渕介護保険課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） それでは、介護保険課所管の一般会計補正予算についてご説明申し上げ

ます。
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14ページ、15ページをお開き願います。１、歳入でございます。歳入につきましては、款16県支出金、

項２県補助金、目３民生費県補助金、節１社会福祉費補助金、説明欄の施設開設準備経費助成特別対策事

業費、補助金1,112万4,000円の増額補正をお願いするものであります。こちらにつきましては、認知症対

応型共同生活介護事業所開設準備経費に係る補助金であります。詳細につきましては、歳出でご説明申し

上げます。

次に、24ページ、25ページをお開き願います。歳出でございます。款３民生費、項１社会福祉費、目５

老人福祉費、節の19負担金補助及び交付金、説明欄の介護保険施設開設準備経費助成特別対策事業1,112万

4,000円の増額補正をお願いするものであります。こちらにつきましては、先ほど歳入で説明したとおり

でございますが、認知症対応型共同生活介護事業所開設準備経費に係る補助金であります。対象施設は、

筑西市吉田641番地１、定員18名、ＮＰＯ法人歩実、理事長中公敏春氏であります。現在のところ建設中

でありまして、平成28年４月オープンを目指しているということでございます。事業所が開設するに当た

り、より安定した施設運営及び施設整備を行うために、開設準備に係る経費に対し補助金交付をするもの

でございます。

以上が介護保険課所管の一般会計補正予算であります。どうぞよろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑をいただきます。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか、はい。

それでは、質疑を終結します。ご苦労さまでございました。

それでは、ここで議案第３号については一応ここで福祉のほうは終了させていただいて、次に、議案第

４号について審議いただきたいと思います。

それでは、議案第４号「平成27年度筑西市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」について審査を

していきたいと存じます。

それでは、医療保険課から説明をいただきます。

鈴木医療保険課長。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、議案第４号「平成27年度筑西市国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）」について説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,178万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ149億9,876万5,000円とするものでございます。

４ページ、５ページをお開き願います。初めに、歳入でございます。款１項１国民健康保険税、目１一

般被保険者国民健康保険税、目２退職被保険者等国民健康保険税、合わせて３億1,969万7,000円の減額補

正でございますが、これは被保険者数の減少数の増大と平成27年度の税制改正に伴う低所得者に対する軽

減拡大等による減収見込みとなることから、減額するものでございます。

次に、款３国庫支出金、項２国庫補助金、目５節１国民健康保険災害臨時特例補助金93万4,000円の増

額補正につきましては、東電福島第一原発事故による筑西市の避難者に係る一部負担金、保険税の減免に

対する医療費自己負担金と国民健康保険税に係る損失補填分として災害臨時特例補助金の額の決定により
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補正計上するものでございます。

次に、款６項１目１療養給付費交付金、節１現年度分２億6,972万3,000円の減額補正につきましては、

退職被保険者の大幅な減少に伴う交付金の減額によるものでございます。

次に、款７項１目１前期高齢者交付金5,502万6,000円の増額補正につきましては、交付額の決定により

増額するものでございます。

次に、款10繰入金、項１目１一般会計繰入金、節１保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）、節２同じく

保険者支援分につきましては、法定繰入金としての保険基盤安定繰入金でございます。これは低所得者に

対する保険税軽減分を公費補填されるもので、平成27年度税制改正に伴う基準額の増額によるものでござ

います。保険税軽減分と保険者支援分合わせて１億5,553万3,000円の増でございます。

次に、節３職員給与費等繰入金につきましては、定期人事異動等に伴う給与費等が1,123万円の減額、

次に節４出産育児一時金等繰入金が歳出見込みにより672万円の減額、次に、節５財政安定化支援事業繰

入金が交付金算定額に基づき1,217万7,000円の減額計上をしております。

次に、６ページ、７ページをお開き願います。上段の節６その他一般会計繰入金でございます。主に国

民健康保険税の減収に伴います赤字補填分として３億2,826万7,000円の増額補正をするものでございま

す。一般会計繰入金は、合わせて４億5,367万3,000円を増額補正するものでございます。

次に、款11項１繰越金、目その他繰越金5,800万5,000円の増額補正でございます。前年度繰越金でござ

いまして、歳出に係る経費の財源として増額するものでございます。

次に、８ページ、９ページをお開き願います。歳出でございます。款１総務費、目１一般管理費、説明

欄、国保総務職員給与関係経費及び項２目１賦課徴収費、説明欄、国保徴税職員給与関係経費は、定期人

事異動等に伴う人件費の減でございます。また、項１目１一般管理費、説明欄、住民情報システム改修経

費は、国保資格システム改修委託事業費の確定に伴い減額するもので、合わせて1,123万円を減額するも

のでございます。

次に、８ページから11ページでありますが、款２保険給付費につきましては、内容でございますが、本

年度の支出見込みのうち、事業ごとに年間所要額を精査しました結果、合わせて２億4,791万5,000円を増

額するものでございます。

次に、10ページ、11ページ下段の款３後期高齢者支援金等は、後期高齢者支援事業納付額の決定により、

5,969万5,000円を減額するものでございます。

次に、12、13ページ、中段の款４前期高齢者納付金等につきましても、前期高齢者事業納付額の決定に

より、91万5,000円を減額するものでございます。

次に、款６介護納付金につきましても、介護納付事業納付額の決定により、8,051万5,000円を減額する

ものでございます。

次に、14、15ページをお開き願います。款７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金は、高額医療費共同

事業拠出金、保険財政共同安定化事業拠出事業の拠出金は、どちらも納付額の決定により減額補正するも

ので、合わせて１億1,623万円を減額するものでございます。

次に、款８保健事業費は、保健事業実施計画、データベース計画策定委託料の確定により、111万2,000円
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を減額するものでございます。

以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

まず、大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） ちょっと固有名詞がわからないので、療養の給付と療養費、多分これは私に言わ

せれば現物と現金の違いかなと思うのですが、それでよろしいのでしょうか。

〇委員長（増渕慎治君） もう一回。

〇委員（大嶋 茂君） 療養の給付と療養費、この違い。これ、予算分かれているでしょう。給付費ね、

その内容。多分これは現物と現金の給付の違いかなと思うのですが、それでよろしいのか。

〇委員長（増渕慎治君） それだけ、大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） もう一つあるのですよ。あとは、出産一時金、今お幾らなのでしょう。それで、

件数が何件分でしょうか。これ２つ。

〇委員長（増渕慎治君） ２つね、出産一時金。

それでは、鈴木課長。書類そろってからでいいよ。間違ったらもう一回となって同じだから。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、お答えいたします。

療養給付費でございますけれども、被保険者が疾病、負傷等により医療機関で受診した医療費について

請求に基づき、保険者負担分をお支払いするのが療養給付費でございます。それから、療養費支給につき

ましては、被保険者が柔道整復師の施術を受けたり、コルセットなどの補装具を作製した場合に、保険者

負担分の支払いをするものでございます。

〇委員（大嶋 茂君） はい……

〇委員長（増渕慎治君） いや、まだまだ、もう一つあるよ。

〇医療保険課長（鈴木利正君） 出産一時金の支給事業費の状況でございます。過去３年の実績を申し上

げます。平成25年の実績が173件、平成26年の実績が133件、平成27年度見込みが144件という状況でござ

います。

〇委員長（増渕慎治君） 大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） あと金額。

〇医療保険課長（鈴木利正君） 金額につきましては……

〇委員（大嶋 茂君） １子につきお幾らでしょう。１人、出産するでしょう。

〇委員長（増渕慎治君） 鈴木医療保険課長。

〇医療保険課長（鈴木利正君） 済みません、お答えさせていただきます。

出産一時金支給事業でございますが、１人当たりにつきましては、合計で42万円支給するということで

ございます。ただし、産科医療補償制度未加入医療機関での出産は39万円となっております。

（「わかりました、結構です」と呼ぶ者あり）

〇医療保険課長（鈴木利正君） （続）もう一つでございますが、産科医療補償制度未加入医療機関の出

産につきましては、40万4,000円となってございます。
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（「違うんだ。はい、結構です」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 大嶋委員、いいの。

〇委員（大嶋 茂君） はい、結構です。

〇委員長（増渕慎治君） では、三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 歳入のほうで、被保険者数の減少と、あと軽減の拡大が今回の減額の主な理由と

いう説明を受けたのですけれども、被保険者はどのくらい減ってきていますか。

それから、退職者のね、それに関連して答えが出てくるかもしれませんけれども、退職者の減額分があ

るのですが、退職者の人数とか、そういうのもあわせてお願いしたいと思います。減ってきているのかど

うなのか。

あと、システム改修は、今聞いていいですか。

〇委員長（増渕慎治君） システム改修……。

〇委員（三浦 譲君） どうなのだか。住民情報システムの委託料が確定されて減額になったという部分

ですけれども、さっきの補正の話だけれども。こうやってみると、システム改修にしてはちょっと大きい

額かなというふうに思うので、最初の当初の金額、あとこの見積もりと、これが入札しての差金分なのか、

何かほかにあったのかということをお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） 以上でいいですか、３点。

〇委員（三浦 譲君） そこのところ、まず聞いてから。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、答弁お願いします。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、お答えさせていただきます。

まず、被保険者数の状況でございますが、過去３カ年の状況を申し上げます。被保険者、一般、退職合

わせまして平成25年度が３万5,217人、平成26年度は前年度比1,076人減の３万4,141人、中間の平成27年

度の状況でございますが、中間状況でございますが、３万2,872人と前年比1,269人減のマイナス1,000人

以上の減少という傾向がございます。

退職者の数字でございますが、その中の退職者につきましては、平成25年が1,906人、5.41％です。平

成26年が前年比261人減の1,645人、全体の4.82％、平成27年中間では1,249人、前年比396人減の、全体で

3.8％というような被保険者の構成となります。

〇委員長（増渕慎治君） システムはいいのかな。

〇医療保険課長（鈴木利正君） システム改修につきましては、情報政策課でまとめてやっていただいて

いるわけでありますが。

〇委員長（増渕慎治君） では、もし、わかる範囲で答えてやってください。

〇医療保険課長（鈴木利正君） ……でございまして、電算システム業者に委託してございますが、制度

改正に必要になった場合に電算等改修実施ということで実施して、当初予算が639万4,000円計上してござ

いましたが、359万7,000円というような最終的な実績の状況になっておりますので、減額補正するもので

ございます。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。
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〇委員（三浦 譲君） あと、退職者の保険税の減額で、退職者の未納分というのですかね、そういうも

のはどうなのかというところお願いします。それから、そういうのが含まれているかどうかね。

それから、５ページの中段あたりの一部負担金減免による損失補填という部分がありますけれども、こ

れは一体どういう内容なのかというところですね。

これが歳出での……歳出、８ページで、それ同じことですけれども、８ページの歳入部分に出てくる86万

4,000円の中身ですね。これお願いします。

それと、システム改修では、ちょっとよくわからなかったのですが、安くする方法があるという意味な

のか、それとも見積もりとは状況が違ったのかというところをお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、鈴木課長、説明願います。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、まず１点、災害臨時特例補助金、一部負担金減免損失補填と

いうようなご質問でございますが、これにつきましては、説明させていただいたとおり、東京電力福島第

一原発事故に伴いまして、筑西市のほうに避難している方が３世帯６人現在いらっしゃいます。この方の

医療費につきまして、国のほうで面倒見ていただけるわけですが、一部負担金、保険税の減免というよう

なことで、それを減免した分が国のほうから損失補填分として災害臨時特例補助金が交付される、その額

が確定したことによるものでございます。

〇委員長（増渕慎治君） 次、システム。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それから、システム改修についてお答えいたします。当初予算、平成27年

度の当初予算を計上するときに、そのときには業者から参考図面等いただいたのが予算計上した形でござ

いまして、その後、実際に委託するに当たって精査していただいた見積もりを取った結果、その差額のと

おり安くなったということでございます。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） さっきの一部負担金減免の制度のことなのですけれども、これは東電の避難者の

話ですけれども、市の市民、筑西市のもともとの市民、その人で生活困窮者みたいなところに当てはめる

ようなものはないのですか。

〇委員長（増渕慎治君） 鈴木課長。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、お答えします。

最初の原発避難者につきましては、毎年１年更新で国のほうから、ございますけれども、では、一般の

ほうにつきましては、市の規則、要綱において減免規定とかそういう生活困窮になった場合、そういうの

についてもそういう規則等というのがございまして、規定がございます。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 小倉委員。

〇委員（小倉ひと美君） ９ページの国保総務職員とあるのですけれども、この職員というのはどういっ

た方のことを職員という形になっているのかと、あと人数は何人ぐらいいらっしゃるのか、お願いします。

〇委員長（増渕慎治君） 小倉委員、それ１つだけでいいの。

〇委員（小倉ひと美君） はい。
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〇委員長（増渕慎治君） それでは、鈴木課長、説明お願いします。

〇医療保険課長（鈴木利正君） 職員は、この国保総務職員というのは、国保の事務事業を行っている市

の職員ということをここでは指しております。現在は７名が該当しております。

〇委員長（増渕慎治君） それでよろしいですか、小倉委員。

〇委員（小倉ひと美君） ありがとうございます。

〇委員長（増渕慎治君） それだけでいいの。再質問ないのですね。

〇委員（小倉ひと美君） はい。

〇委員長（増渕慎治君） ありがとうございます。そのほか委員の皆さんで。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか。

それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第４号の採決をいたします。

議案第４号「平成27年度筑西市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」について、賛成者の挙手を

願います。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。ありがとうございます。

それでは、次に、議案第５号「平成27年度筑西市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」につい

て審査をしていきたいと存じます。

それでは、医療保険課から説明を願います。

〇医療保険課長（鈴木利正君） それでは、議案第５号「平成27年度筑西市後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）」につきまして説明をさせていただきます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ25万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ19億95万6,000円とするものでございます。

４ページ、５ページをお開き願います。まず、歳入でございます。款３繰入金、項１一般会計繰入金、

目２その他繰入金、節１人件費繰入金25万9,000円の増額でございます。これは給与改定及び制度改正に

伴う後期高齢者医療職員給与関係経費の増により、一般会計から繰り入れるものでございます。

次に、６ページ、７ページをお開き願います。歳出でございます。款１総務費、項１総務管理費、目１

一般総務費25万9,000円の増額補正につきましては、説明欄のとおり、後期高齢者医療職員給与関係経費

の増によるものでございます。

以上でございます。ご審議よろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第５号の採決をいたします。
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議案第５号「平成27年度筑西市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」について、賛成者の挙手

を願います。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。ご苦労さまでした。

それでは、次に、議案第９号について審査します。

議案第９号「平成27年度筑西市介護保険特別会計補正予算（第４号）」について審査をしていきたいと

存じます。

それでは、介護保険課から説明を願います。

岩渕介護保険課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） よろしくお願いします。介護保険特別会計補正予算（第４号）について

説明申し上げます。

４ページ、５ページをお開き願います。１、歳入でございます。款１保険料、項１介護保険料、目１第

１号被保険者保険料、節１現年度分特別徴収保険料630万8,000円の減額補正をお願いするものであります。

次に、款４国庫支出金、項２国庫補助金、目10地域支援事業交付金、節２包括的支援・任意事業交付金

1,118万3,000円の減額補正をお願いするものでございます。

次に、款６県支出金、項２県補助金、目１地域支援事業交付金、節２包括的支援・任意事業交付金559万

2,000円の減額補正をお願いするものでございます。

以上の保険料国庫支出金、県支出金の減額補正につきましては、地域包括支援センター職員の人事異動

等による人件費の精査をしたことによるものでございます。

次に、款８繰入金、項１一般会計繰入金、目２その他一般会計繰入金、節１職員給与費等繰入金1,590万

8,000円の減額補正をお願いいたします。これにつきましては、人事異動等により介護保険課職員の１名

減したところに伴い人件費の削減に当たるものでございます。

次に、目10地域支援事業繰入金、節２包括的支援・任意事業繰入金559万2,000円の減額補正をお願いす

るものであります。こちらにつきましては、保険料、国及び県補助金の減額補正と同じく地域包括支援セ

ンター職員の人事異動等による人件費の精査をしたことによるものでございます。

次に、６ページ、７ページをお開き願います。歳出でございます。款１総務費、項１総務管理費、目１

一般管理費、説明欄、介護保険総務職員給与関係経費1,590万8,000円の減額補正をお願いするものでござ

います。こちらにつきましては、歳入でご説明をいたしました職員給与等の繰入金の減額補正と同じく人

事異動による介護保険課職員１名減に伴う人件費の削減でございます。

次に、款４地域支援事業費、項２地域包括支援事業・任意事業費、目１介護予防マネージメント事業費、

説明欄、介護予防ケアマネージメント事業費2,867万5,000円の減額補正をお願いするものでございます。

こちらにつきましては、歳入でご説明した保険料の国庫支出金、県支出金、地域支援事業繰入金の減額補

正及び同じく地域包括支援センター職員の人事異動に伴う人件費の精査によるものでございます。

以上が介護保険特別会計補正予算の説明でございます。よろしくお願いいたします。
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〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 今、人事異動だから本当は総務の話ですけれども、中身はこっちなので聞きます

けれども、職員を１名減らしたという件のことなのですけれども、当然仕事には支障ないようにやってい

ると思うのですが、この減をするというのは結構大きな影響があると思うのですよね。その点はどういう

ふうにカバーをしたりやっているか。

あとは、定員の適正化計画というのがあるから、あっちこっちで人数を減らすわけですけれども、今後

についての担当のほうでの考え、どうなのかということを。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、説明願います。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） それでは、説明いたします。

介護保険課職員の１名減ということで、当初予算に上げましたのは20名程度で上げたのですけれども、

実際人事異動を決定したときには19名という形でございまして、それで、業務的に仕事的にちょっとどう

なるのかなということもありまして、昨年６月補正で臨時職員として計上させていただきまして、その分、

平成27年度については臨時職員で対応して賄ったと。ですので、今後そういった人数的なものを今20名の

段階で適正かなと思われますので、そういった点、執行部のほうにも翌年度予算計上もその人数で上げさ

せていただきました。

〇委員長（増渕慎治君） はい、再質問ですか。

〇委員（三浦 譲君） わかりましたけれども、結局臨時職員で補充するというのは、今の市がやってい

るやり方、人件費減らすためにそういう方法をあちこちでやっているのだけれども、それが現場では支障

がないのかどうかというところなのですね。できるだけ簡単な単純な仕事をやらせるのだと思うのですが、

その辺はどうなのですかね、実際。

〇委員長（増渕慎治君） それは部長だね、はい、部長。

〇保健福祉部長（神原光司君） お答えします。

人員、人数の減というのは、当然最初の人事異動のときでもあり得ますけれども、現在、若い方がかな

り多く入ってきています。ですから、産休・育休、もうこれを取るのは何人いるのだろう、相当数いるの

ですよ。そういう方についても、では、本採用でそこに補充というわけにはいかないので、結局その部分

をアルバイト等でやっております。介護保険なんかの場合には、アルバイトから実績踏めば嘱託という専

門職の部分でやってもらえることにもなりますので、そういうところで回しているというのが実情でござ

います。

以上です。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほかございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

それでは、これより議案第９号の採決をいたします。
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議案第９号「平成27年度筑西市介護保険特別会計補正予算（第４号）」について、賛成者の挙手を願い

ます。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。ご苦労さまでございました。

次に、議案第10号「平成27年度筑西市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）」について審査を

していただきたいと思います。

それでは、高齢福祉課の大山課長、説明お願いします。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） 議案第10号についてご説明申し上げます。

４ページ、５ページをお開き願います。歳入でございます。款６繰入金、項１目１節１一般会計繰入金

12万9,000円の増額補正をお願いするものでございます。これにつきましては、居宅介護職員２名に係る

人事異動に伴う人件費の増によるものでございます。

次に、６ページ、７ページをお開き願います。歳出でございます。款１介護サービス事業費、項１居宅

介護サービス事業費、目２居宅介護支援事業費、説明欄、居宅介護職員給与関係経費12万9,000円の増額

補正をお願いするものでございます。これにつきましては、歳入でご説明申し上げました居宅介護支援職

員２名の人事異動等に伴う人件費の増によるものでございます。

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） ありがとうございます。

それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第10号の採決をいたします。

議案第10号「平成27年度筑西市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）」について、賛成者の挙

手を求めます。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。ご苦労さまでございました。

次に、議案第17号「筑西市特別職の職にある者で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

改正について」、これは分割付託分でありますが、審査をしていただきたいと思います。

それでは、障がい福祉課、杉山課長から説明をお願いいたします。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） 議案第17号のうち、障がい福祉課所管の改正部分についてご説明申し

上げます。

２ページをお開き願います。改正部分につきまして、非常勤特別職の報酬等について定めた別表第４項

中の「障害者介護給付等審査会」の次に、新たに協議会の委嘱を加えまして、それぞれの委員会委員等の

職に対し報酬額を定めるものでございます。
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内容についてご説明申し上げます。福祉有償運送運営協議会につきましては、平成18年10月に施行され

ました改正道路法により、一定要件を満たした場合について、ＮＰＯや社会福祉法人等が身体障がい者、

要介護者などの１人では公共交通機関を利用することが困難な移動制約者の移動手段として、許可制から

登録制とした自家用自動車により有償運送が位置づけられました。一定の要件の中に、運送の区域内にあ

る市町村に運営協議会を置き、運営協議会において協議が調っていることを証する書面を申請書に添付す

るということが条件となっております。その運営協議会の設置に伴い、委嘱する会長、委員の報酬を定め

たものでございます。報酬額につきましては、他の各種協議会等の委員さんの報酬の額に合わせ、会長が

日額5,500円、それ以外の委員さんは日額4,800円とするものでございます。

以上でございます。よろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑願います。

大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） 確認なのですが、今までなくて、今度できたと。それで、委員さんの役員さんの

旅費だということですか。いや、これは日当ということですね。

〇委員長（増渕慎治君） 杉山課長、説明願います。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） お答え申し上げます。

日当でございます。

〇委員長（増渕慎治君） 三澤委員。

〇委員（三澤隆一君） 先ほど大嶋議員言われたこの有償運送事業ですね、サポート、自家用車でサポー

トするということなのですが、これ実際どのぐらいの数の方が今……。

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか、杉山課長。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） 数というのは、利用されている方。

〇委員（三澤隆一君） 利用されている、自家用車を利用してそのサポートというか、日額をいただきな

がら動いている方というのはいらっしゃるのですか。

〇委員長（増渕慎治君） はい。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） これにつきましては、新たに登録をしたいという事業者さんが、今ま

でなかったわけですが、今回その事業者さんが、例えば利用する方についてはグループホーム等に入所さ

れている方で、どうしても日中一時、移動支援というサービス事業はあるのですけれども、それに該当し

ない障害者の方を事業所がその独自の自家用車を使って移動したいというようなことで登録をしたいとい

うことで、今回その登録に当たりまして、陸運局の申請だけでは、地元のタクシー業者さんとか、介護タ

クシーとかというお金をいただく事業者もいらっしゃるので、ただ単に簡単にはできませんよと、地元で

も必要なのでということで、協議会を立ち上げて、認める。申請してくださいね、ということなので、今

回協議会を立ち上げたわけでございます。

〇委員長（増渕慎治君） 三澤委員。

〇委員（三澤隆一君） あくまでも個人の方は参入できないということで、事業者の中で内部でやるとい

うことですね。
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〇障がい福祉課長（杉山量美君） そうですね。

〇委員（三澤隆一君） 10月よりスタートして今までそれはなかった。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） なかったです。

〇委員（三澤隆一君） わかりました。ありがとうございます。

〇委員長（増渕慎治君） そのほか。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 念のため聞きますけれども、例えば現在、介護施設なんかで障害者を運んでいる

といったものは対象にはならないということですか。

〇委員長（増渕慎治君） 杉山課長。

〇障がい福祉課長（杉山量美君） 介護に関しましては、介護の移動のほうでサービスが受けられるもの

があります。それもちょっと幅広いですけれども、障害者の方についてはその利用の幅が狭いものですか

ら、そういったものもちょっと救済の手を出しましょうということで。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほか。

（「補充」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） では、部長、お願いします。

〇保健福祉部長（神原光司君） 補充説明なのですけれども、結局何でこの運営協議会というのを立ち上

げるかというと、輸送の業者、要するにタクシー会社、バス会社等の営業圧迫につながることになるので

すよ。だから、この協議会の中で認められたというふうな、先ほど言った法人とかに対して、同意したと、

協議会が。という意味合いの書面を出してもらうということで、円滑な運営に供するというような意味合

いのものです。

〇委員長（増渕慎治君） そういう民間のタクシー会社まで。

〇委員（三浦 譲君） わかりました。

〇委員長（増渕慎治君） はい。それでは、ほかによろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

次に、高齢福祉課から説明を願います。

大山高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） それでは、議案第17号のうち、高齢福祉課所管の改正部分についてご説

明いたします。

同じく２ページをごらん願いたいと思います。改正部分につきましては、非常勤特別職の報酬額につい

て定めた別表第２第４項中、地域包括支援センター運営協議会の次に、新たに委員会を加えまして、それ

ぞれの委員等の職に対して報酬額を定めるものでございます。

内容につきましてご説明申し上げます。２ページの下段の部分になります。地域ケア会議につきまして

は、高齢者が可能な限り住みなれた地域でその有する能力に応じた日常生活を営むことのできるよう、地
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域包括ケアを推進するための会議の設置に伴いまして、委嘱いたします会長、委員の報酬を新たに定める

ものでございます。報酬額につきましては、他の各種審議会等の委員の報酬額に合わせまして、会長は日

額5,500円といたしまして、それ以外の委員につきましては、日額4,800円とするものでございます。

次の生活支援コーディネーターにつきましては、高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進してい

くことを目的といたしまして、地域において、生活支援・介護サービスの提供体制の構築に向けたコーデ

ィネート機能を果たす生活支援コーディネーターを配置するものでございます。報酬額は、日額6,800円

とするものでございます。

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

稲川委員。

〇委員（稲川新二君） このコーディネーターさんの配置先であったりとか人数、コーディネーターに要

する資格要件などがあればお聞かせください。

〇委員長（増渕慎治君） 大山課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答え申し上げます。

配置先につきましては、現在は地域包括支援センターの中に配置することを考えております。人数につ

きましては、２名を考えております。コーディネーターの方の資格等につきましては、特段の資格はござ

いませんけれども、地域づくりや住民による自発的な活動支援等の実績のある方、ボランティア活動とか、

自治会さんなどの地域活動に携わってきたような方などを想定しております。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） 稲川委員、いいですか。

〇委員（稲川新二君） 人数が少ないような気がしますね。

〇委員長（増渕慎治君） いや、質問して。いいですか、はい。

では、大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） 地域ケア会議、今まではなかったのですか。地域ケア会議の内容、これを質問し

ます。

〇委員長（増渕慎治君） 大山課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答え申し上げます。

地域ケア会議につきましては、今、平成27年度、今年度までは社会福祉協議会に委託しまして、地域包

括ケアシステムということで、下館地区と明野地区で月２回程度開催しておりました。これは今度制度が

改正になりまして、地域包括支援センターが、市が開催するようなことの通達がございまして、平成28年

度から内容的には今までやっていました社会福祉協議会で主導しておりました個々の事例検討であると

か、いろいろなサービスの不足部分についての検討だとか、そういったことについて一元化した地域づく

りにつきまして検討していく会議となります。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） 大嶋委員。
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〇委員（大嶋 茂君） 地域包括支援センターに移ったということですか。

〇委員長（増渕慎治君） 大山課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答えいたします。

そうです、おっしゃるとおり地域包括支援センターで開催するということになっております。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかに質疑をいただきたいと思いますが、よろしいですか。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） コーディネーターのほうですけれども、今までもサービスの調整はやっていたわ

けですよね。今度このコーディネーターを入れるというのは、何が不足して入れるのかという部分がよく

わからないのです。しかも、ボランティア、資格がなくてボランティアなんかの経験者ということもあっ

て、経験上は専門的なのでしょうけれども、その点は果たして責任を持つといった場合どうなのかなとい

うことなのですが、これ何が目的なのかということなのです。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、大山課長、説明願います。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答え申し上げます。

今のサービスの調整という今委員さんおっしゃったことにつきましては、これ地域ケア会議のほうの部

分ではサービスの調整ということをやっておりました。今度は新たに配置します生活支援コーディネータ

ーにつきましては、平成27年介護保険改正に伴いまして平成29年度から介護予防の訪問看護等通所介護、

これが市町村の総合事業ということに移行してまいります。そのために、今不足するサービスがいろいろ

ございますので、そういったサービス提供に向けまして、このいろいろなコーディネートしていただく方

ということで、主な業務内容につきましては、生活支援、今ある介護予防生活支援、介護予防サービスに

関する地域資源ですね、こういったニーズの把握をしていただくことであるとか、担い手さんの養成であ

るとか、生活支援を提供できる活動の場をつくっていただくこととか、生活支援サービスを利用する方と

のサービスのマッチングをしていただく、そういった役割を考えております。

〇委員長（増渕慎治君） はい。

〇委員（三浦 譲君） そうすると、仕事は非常に新規分野だから大変だと思うのですね。今後支援部分

をボランティアで補完するということなのですけれども、ニーズの調査だとか、内偵をするだとか、マッ

チングなんかは非常に専門的なように感じるし、情報もかなり、集まってくる体制をつくるとかなんてい

うのがあるし、２人で大丈夫なのかなという感じがしますね。

〇委員長（増渕慎治君） 大山課長。

〇高齢福祉課長（大山竹治君） お答え申し上げます。

配置人数２人ということに関しましては、平成28年度、２人をお願いしているところでございます。国

のほうでも日常生活圏域、筑西市の場合は５圏域でございます、に大体１名を配置するように通知がござ

います。将来的には５名程度の配置を考えておりますけれども、当面、今後どういったことをやるにして

も、いきなり５名というのはなかなか難しいところもあるものですから、当面２名で事業を進めていきた

いと考えております。当然、市だけではなかなか難しいので、社会福祉協議会と連携を図ってやっていき
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たいと考えております。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結したいと思います。

これより議案第17号の採決を行います。

議案第17号「筑西市特別職の職にある者で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に

ついて（分割付託分）」についての皆さんの賛成の方の挙手を願います。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。ありがとうございます。

委員の皆さん、あと２つの議案がありますので、続けていきますので、よろしくお願いします。

（「休憩とって、トイレ……」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 委員の中からトイレ休憩の声が出ましたので、それでは、暫時休憩いたします。

休 憩 午前１１時１５分

再 開 午前１１時２５分

〇委員長（増渕慎治君） それでは、委員会を再開いたしたいと思います。

それでは、次に、議案第21号「筑西市指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の全部改正

について」審査をしていきたいと存じます。

それでは、介護保険課より説明いただきます。

岩渕介護保険課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） それでは、議案第21号「筑西市指定地域密着型サービスに関する基準等

を定める条例の全部改正について」ご説明いたします。

この条例の改正につきましては、国が定める指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関す

る基準が一部改正されたことを受けて、市条例を改正するものでございます。

今回の改正に当たりましては、国の基準省令と市条例の条項番号が一致しておらず、また地域密着型サ

ービスに地域密着型通所介護が創設されたことにより、さらに条項番号にずれが生じてしまいました。こ

のことにより、地域密着型通所介護の追加及び国の基準省令の条項番号に市条例の条項番号を改めること

により、条例の改正や運用に際し、条文の引用や準用等の事務を円滑に行うため、全部を改正するもので

ございます。

議案１ページ、目次でございますが、第１章、総則、第１章の２、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、

第２章、夜間対応型訪問介護まで条項番号の改正と番号改正に準用するもので、変更表記には具体的な内
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容は変わっておりません。

次に、第２章の２、地域密着型通所介護でありますが、第19条から第40条の16までが今回の省令改正に

より新たに創設されたサービスであり、国が定めた人員、設備、運営の基準にのっとり、市条例で定めた

ものでございます。地域密着型通所介護は、これまでの通所介護のうち、定員18名以下の小規模な通所介

護について、少人数で生活圏域に密着したサービスの観点から、地域密着型サービスに移行されたもので

あります。

また、第34条で地域との連携として、事業所に対して運営推進会議の設置が義務づけられたものであり

ます。地域密着型通所介護事業所は、おおむね６カ月に１回以上運営会議を開催することとされており、

利用者やその家族、地域住民の代表、市職員等により構成され、事業所の活動状況報告や評価、また要望

や助言等を聞く機会を設けるものです。さらに、これら報告、評価、要望、助言等は記録の上公表するこ

とが義務づけられました。

次に、第３章、認知症対応型通所介護につきましても、今回の改正で地域密着型通所介護と同様に、運

営推進会議の設置が義務づけられました。

次に、第４章、小規模多機能型居宅介護から第８章、看護小規模多機能型居宅介護までにつきましては、

条項番号の改正であり、具体的な内容はこれまでと変わりはありません。

以上でございます。よろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） ありがとうございました。

それでは、質疑を願います。

稲川委員。

〇委員（稲川新二君） 条例の改正なのですけれども、例えば自分が利用したいサービスが自分の周りに

なかった場合、例えば筑西市には自分の利用したいサービスの事業所がなかったと、桜川市の事業所へ通

いたいみたいな部分で、どういった対応をなさるのかなというところを聞きたい。

それと、もう１点、現在これに当たる事業所の数を。

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか。

〇委員（稲川新二君） はい。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、説明を願います。

岩渕課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 今現在、地域密着型というのは平成28年４月から18床以下についてはそ

の市がやっているところですが、これまでに他町村から、桜川市ですとか、筑西市を利用している方につ

いては、今までどおり利用はできます。新たに入ってくるということはできないということです。

〇委員長（増渕慎治君） あと、もう一つ。施設、数でしたか。

〇委員（稲川新二君） 事業所の数。

〇委員長（増渕慎治君） 数、はい。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） お答えいたします。

今回18床以下の地域密着型事業所が生まれることにつきましては、県のほうから今現在これは手元であ
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るのが、27日現在の資料ですが、今までの事業所としては全体では39カ所ございました。その中で18床以

下の地域未着型については24事業所、こちらは今現在の持っている数字でございます。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） 稲川委員。

〇委員（稲川新二君） そのほかの地域、ほかの自治体へは行けないとなった場合は、やっぱり自分が利

用したいサービスを行っている事業所と行っていない事業所というのがあると思うのですけれども、その

辺の連携って、本当に利用できないという部分で何となく利用者が不便な感じが出るような気がするので

すが、その辺の連携というか、そういったものというのはどんなものなのでしょうか。

〇委員長（増渕慎治君） 稲川委員、それだけでいいですか。

〇委員（稲川新二君） はい。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、岩渕課長、説明願います。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 一応先ほど言いましたように、例えば市町村間の同意ということもあり

ますので、そういった点について、利用するについて協議しながら事業を進めるということも十分できま

す。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか……本人納得しないみたい、大丈夫ですか、はい。

次に、真次委員。

〇委員（真次洋行君） この中でいろいろな地域密着型、大変にこれから大事な部分で、国の政策として

もこういう形で進めるとあります。特にその中で、これから高齢者がふえて、特に認知症がふえるという

ことでありまして、この認知症について、ここにありますね、認知症対応型共同生活介護という、こうい

う施設というのは筑西市はこれから認知症だけの、認知症が一般の介護の人たちと一緒にするといろいろ

な形であるので、認知症だけの介護の施設みたいなのは、そういう形では考えているのか。そういうこと

はどういうようにするのかということね。特に受けているのは、認知症の人が一般のこういう施設に入っ

たとき違うので、認知症は認知症の人同士の施設というか。例えば今これで言っているのは、18人以下で

あれば地域密着型ですから、そういう形でできると思うのですけれども、その辺は今回のこういうことの

中でどういうふうに考えているのか。もしあるとしたら、幾つぐらい今この認知症だけの施設というのが

あるのかどうか。

〇委員長（増渕慎治君） 真次委員、それだけでいいの。

〇委員（真次洋行君） とりあえずそれでいいです。

〇委員長（増渕慎治君） では、岩渕課長、説明願います。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 先ほども対応という形で説明したと思うのですが、今回６期計画の中で

平成27年に１事業所を募集しまして、それから平成29年にも１事業所を設置する予定で計画上はいってご

ざいます。それで、認知症対応型の現在筑西市の数でございますが、今筑西市の中では10施設が現在運営

をしてございます。ですので、今回、先ほど言いました歩実が１施設、それから平成29年度にまた１施設

で２施設、そちらがプラスになるということでございます。
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〇委員長（増渕慎治君） 真次委員。

〇委員（真次洋行君） では、今筑西市には10施設が認知症、これは介護を含んだ施設ということですか、

認知症の人と介護の人は別の施設ではなくて。それはどういう施設になっているのですか。まず伺いたい。

それで、今こういう施設あるのですけれども、特にこの認知症の人が大変に多いのですよ。そういう形

で筑西市は将来こういうのはどういう形で考えて、なっていくのか。その辺を心配する方が結構いらっし

ゃるのですね、各家庭で、こういう時代ですので。その辺について、今何人ぐらいいて、こういう施設と

いうのがこれからできるとしても、どのくらいのこういうこと要望があって待っている人たちがいるのか。

その辺つかんでいますか。わかれば教えてください。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、岩渕課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） こちらにつきましては、認知症対応型の高齢者のグループホームといっ

て、認知症と、それから……

〇委員長（増渕慎治君） はい、どうぞ。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 28年の２月１日認定で、認知症、入所が希望、待機の方につきましては、

15名……

〇委員長（増渕慎治君） 今真次委員のやつの中で、もし補足であれば、部長、これからの認知症に対し

ての当市の福祉も含めての考え方、非常に補足ででもあれば、どうでしょう。これからのそういう質問を

しているのだと思うのですけれども。

〇委員（真次洋行君） ちょっと待って。それで、今10施設さっきあると言いましたけれども、この中で、

市は把握しているのですね、認知症の人たちが入っているのは何人が入っているかというの、きちっと今。

だから、それも聞いたのです。何人ぐらいそういう形で今現在でいらっしゃるか。それに対して今言った

のは、15名ぐらいがそういう施設の空きを待っているという意味だと思うのだけれどもね。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 一応、10施設で、定員としては合計で171ございます。その中で、入所

者数として154名が入所しております。

（「それ、さっき……」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） いや、部長、もし今、これからの認知症が非常にふえていると。わかる気しま

すけれども、それに対しての……

〇保健福祉部長（神原光司君） はい、お答えします。

本会議の中でも大嶋議員からも何人ぐらいいるのだって質問ありましたけれども、やっぱりこれから高

齢化ますます進展していきますから、当然数はどんどんふえていきます。脳細胞は決して若返りませんの

で。ただ、入所できるとしなければならないという状況の方は今言ったとおりでございまして、そのほか

につきましては認知症対応型の通所介護的なもので対応するとか、あとは今やっている認知症サポーター

なんかで地域での見守り運動なんかをやっていかなければならないのかなと。いずれにしても、もう公的

な社会保障制度の枠組みの中で対応するということは困難になってくると思います。ですから、やっぱり

地域の見守り等を拡充していく方向を模索しなければならないなと感じております。

以上です。
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〇委員長（増渕慎治君） はい。

〇委員（真次洋行君） これはこれからの筑西市にとっても大事な、ますますこれからふえる。あともう

10年もすれば本当に認知症の人がふえる、減るということはない、ふえるということが言われております。

そういう中で、今大事なのは地域もそうなのですけれども、今度の新しいこの出てきている地域密着型サ

ービスの中で、そういうことを頭に入れて、要するに家庭では見れない人たちがたくさん多く出てくる問

題もあると思う。その辺、やっぱり今回のこの改正の中で、地域密着型の中で認知症というか、そういう

人たちの対応というのをきちんと考えていくように、これからこの文章がせっかく新しくできているわけ

ですから、そういうことを考えていくことはこれから必要ではないかと思うのですけれども、この前も裁

判の鉄道事故、名古屋の、あれの問題がこれからクローズアップされていくと思うのですよね。自分たち

の家では守れない。やっぱり地域がこういう人たちについてどう把握していくかということが大事な、そ

れとこれと絡み合った形で、今度のいろいろなことが出てきているのだと思います、国の政策。だから、

その辺を筑西市は今後どうするのかだけわかれば教えてください。

〇委員長（増渕慎治君） はい、どうぞ。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 一応、認知症としてはだんだんふえてくるのではないかと思います。そ

ういった点につきましても、市としてもそういった予防的なことを前もってできるような形でそういった

仕組みを進めていって、少しでも認知症を減らしていかなければならないのかなということで市のほうも

考えておかなければならないと考えております。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） はい。それでは、そのほか。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 今度の条例改正で定員規模で分けて18人以下は地域密着型通所介護とかいうのに

移行するわけですね、規模によって振り分けると。それはどういう意味があるのか、そもそも。どういう

理由でそうなってきたのかという点、まずお願いします。

それと、あと、国が支払う報酬が規模によって今回の改正によってどうなるのか。事業者が大分今疲弊

していると。今、施設の閉鎖するところもふえているというのはあるわけですが、テレビなどでもありま

すけれども、そういうのと連動しているのかどうかという件ですね。

それから、新しい会議、推進会議をつくりますよね。運営推進会議。これはさまざまな人が客観的に要

望言ったり評価したりということができるというふうに受け取るわけですが、そこへ市も入るということ

なのですね。それ自体は大変必要なことだというふうに思うのですが、それがちゃんと機能するように持

っていくということが大事なので、そこには市の役割が大きいだろうと思うのですね。そうすると、市は

新たな仕事を今度やらなくてはならないわけで、その点は非常に職員への負担もかかってくるだろうと思

うのですが、その点は大丈夫なのかなという点を、どういうふうに事業者とかかわっていくかということ

になるわけですけれども、その点は大丈夫なのですかね。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、説明を願います。岩渕課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） お答えいたします。
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利用者18名ということで、実際には非常に可能な限り居宅とかそういった能力について、自立した日常

生活を営むことができるような、日常生活の世話とか訓練、そういったことをうまく機能させて、利用者

が社会的にも孤立解消、身体の機能の維持のために精神的な負担を軽減するということで、非常に地域密

着型というのはごく家庭的な感じで、いわゆる市町村において直接そういったことも受け入れられるとい

うことで、余りにも今度人数が多過ぎるとそれがちょっと対応できないということもありますので、そう

いった点について18床がいいかなということで決められたのではないかと思います。

それから、報酬につきましては、国のほうの制度として、国庫、それから県分と、例えば報酬として、

補助として、市のほうにも入ってくるということでございます。

それから、推進会議につきましてですが、推進会議につきましては、市の職員、それから利用者、それ

から利用者の家族、それから地域の代表、そういった方々が入ってございますので、やはりそれは市の職

員が入っているということにつきましては、そういった意味合いについてもやはり市のほうでもある程度

そういった内情のことも指導したりなんかというのは必要になるかと思いますので、そういった点につい

ては常に市の職員でそれを対処していかなくてはならないものと。ですので、今現在では職員等このこと

について増員ということはないのですが、今後そういった進め方、そういった部分については考えていっ

て、その状況に応じては職員の増員、そういったことも考えていかなくてはならないと思っているところ

でございます。

以上です。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 今の人員的な負担もだんだんとふえるし、24施設を市がカバー、直接カバーしな

くてはならないということは大変なことだろうと思うのですね。それで、それは増員でやってもらったほ

うがいいのかなというふうに思いますが。

あと、報酬との関係でいうと、地域密着型通所介護が新たに入ることによって、報酬も変わるのではな

いですか。規模によって報酬が変わるわけだけれども、さらにそれが今回細分化されて、小さいところの

報酬は引き下げられるのだと思うのですが、そうすると、施設にとっては大変な負担がきて、継続性とい

う点でどうなのかなというふうに思うのですが、その辺はどう考えているか。

〇委員長（増渕慎治君） では、岩渕課長、説明お願いします。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 地域密着型に変わるということにつきまして、現時点では地域密着型介

護系になっても、従来の通所介護の単価として変更は今のところございません。

（「今のところ……わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかに。

大嶋委員。

〇委員（大嶋 茂君） お尋ねします。というのは、看護小規模多機能型居宅介護なのですが、これはい

つから始まって、今筑西市には何カ所ありますか。私が勉強していたときはこれなかったのだよね。内容

的なものと、雑駁でいいですから。

〇委員長（増渕慎治君） 岩渕課長。
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〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 平成24年度からということになりますが、筑西市におきましては今のと

ころゼロ件です。

（「わかりました、結構です」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかにございますか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第21号の採決をいたします。

議案第21号「筑西市指定地域密着型サービスに関する基準等を定める条例の全部改正について」、賛成

者の挙手を求めます。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、可決されました。

次に、議案第22号「筑西市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準等を定める条例の一部改正に

ついて」審査していきたいと存じます。

それでは、介護保険課から説明をお願いいたします。

岩渕介護保険課長。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 議案第22号「筑西市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準等を

定める条例の一部改正について」ご説明申し上げます。

この条例の一部改正につきましては、国が定める指定地域密着型介護予防サービス事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

の一部改正を受け、市条例を改正するものでございます。

まず、１ページにつきましては、議案第21号の筑西市指定地域密着型サービスに係る基準等を定める条

例の全部改正により、引用している条項が変わるため、改めるものでございます。

次に、今回の主な改正点について申し上げます。２ページ、第39条関係の改正でありますが、介護予防

認知症対応型通所介護の運営基準において、第39条、地域との連携等の規定に事業所に対し運営推進会議

の設置を義務づけるとともに、おおむね６カ月に１回以上運営推進会議を開催することを定めるものです。

運営推進会議は、先ほど言いましたように、利用者、家族、地域住民の代表者、市職員等により構成され

て、要望、助言等について聴く機会を設けるものです。

また、第39条第５項に、例えば２階建てのサービスつき高齢者住宅建物の１階が介護予防認知症対応型

通所介護事業所で、２階部分が居住スペースであった場合、同一建物の居住者のみではなく、居住者以外

の方にもサービスを提供するようにとの規定を追加するものであります。

以上が筑西市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準等を定める条例の一部改正の内容でござい

ます。よろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

三浦委員。



- 27 -

〇委員（三浦 譲君） さっきの条例との関係ですけれども、運営推進会議で報告、評価、要望、助言の

記録を作成して公表すると、こうなっているわけですよね。その記録の公表というのはどういう形でやる

のか。そして、誰がやるのか。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、説明お願いします。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 公表につきましては、各事業者や広報紙並びにホームページ等、それぞ

れ公表の仕方があるものですから、そういった中で事業者の独自で公表すると。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 利用者から市までかかわって議論をする会議という建前ですから、要するに施設

で今あちこちで言われているような不祥事だとか、そういうのを未然に防ぐという役割だと思うのですけ

れども、利用者から見ると、施設の比較ができるわけですね。できるかもしれないわけですね。そうなる

と、事業者だけが公表義務があって市のほうにはないということはどうなのか、利用者から見ると不便だ

なということなのですけれども、そういうことはできないのですか。

〇委員長（増渕慎治君） 説明お願いします。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 先ほど言いましたように、今現在では事業者が公表するという形になっ

ておりますので、そういったことで進めさせていただきたいと思います。

〇委員長（増渕慎治君） そのほか。

稲川委員。

〇委員（稲川新二君） この事業者のサービスの形態が３つあると思うのですけれども、通所型と居宅と

共同生活型とあると思うのですけれども、先ほどの事業所のうちの振り分けというかがわかれば。あと、

どの地域にあるというの、わかればお聞かせください。

〇委員長（増渕慎治君） はい、大丈夫ですか。説明をいただけますか。

それでは、説明願います。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 通所介護につきましては、デイサービスといった形で宿泊を伴わない通

いの形が通所介護。それから、認知症の共同生活型、これはグループホームと言われているものですが、

グループホームにつきましてはこれは認知症型の宿泊を伴った食事とか入浴、そういったものを支援して

機能訓練を行っていく、そういった施設です。小規模多機能型、これにつきましては、小規模居住系サー

ビス施設で、やはり通いを中心とした訪問、短期間の宿泊もできる、そういった組み合わせの中で、入所、

入浴とか食事そういったものができる施設、そういったものでございます。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか、稲川委員。

〇委員（稲川新二君） すみ分け、事業所のすみ分けがあると思うのですけれども、皆さんそれぞれ行っ

ているということで、先ほどの24事業所と今回の予防サービスの事業所というのはまた違うのでしょうか。

24施設が……それはないのですね。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、説明願います。

〇介護保険課長（岩渕寿雄君） 予防サービスの事業所とは違います。
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（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほかございましたら。よろしいでしょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第22号の採決をいたします。

議案第22号「筑西市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準等を定める条例の一部改正につい

て」、賛成者の挙手を求めます。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、可決されました。ご苦労さまでございます。

市民病院……来ているのだろう。

（「来ています。どちらでも」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） どうする……。

それでは、やりますので、お願いします。

では、委員の皆さん、第12号にいきますので、よろしく、市民病院。12号用意してください、皆さん。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、皆さん、次に市民病院事務部所管の審査に入りたいと存じます。

議案第12号「平成27年度筑西市病院事業会計補正予算（第４号）」のうち、本委員会の所管について審

査をしていきたいと存じます。

それでは、病院総務課から説明願います。

〇病院総務課長（上村好夫君） 市民病院総務課長の上村でございます。よろしくお願いいたします。

議案第12号「平成27年度筑西市病院事業会計補正予算（第４号）」のうち、市民病院所管の補正予算に

ついてご説明申し上げます。

まず、第１条では、収益的支出の補正予算でございます。給料改定と職員の退職、人事異動による増減

を給与費の節内での予算を入れかえるもので、款項目での補正はございません。

続きまして、第３条から第５条までは、新中核病院整備に関連した補正でございます。

第６条は、当初予算第８条に掲げました一般財源からの補助を受ける金額を改めるものでございます。

病院事業運営のため、一般会計から市民病院へ補助を受けることができる８つの項目のうち、３項目につ

いて変更するものでございます。

初めの建設改良費補助金、補正予定額7,766万6,000円は、新中核病院整備事業関連の補助でございます。

次の共済追加費用補助金につきましては、追加費用の額が2,481万8,000円と確定したため、600万6,000円

を減額するものでございます。

次の運営費補助金につきましては、手当の増分につきまして増額補正するものでございます。詳細につ

きましては、８ページ、９ページの補正予算実施計画説明書でご説明申し上げます。

８ページ、９ページをお開き願います。初めに、１、給料、289万5,000円の減につきましては、職員の
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退職・人事異動による減でございます。

次に、２、手当、1,663万8,000円の増額につきましては、通勤手当、時間外手当の増額でございます。

次に、５、賃金、1,084万5,000円の減額につきましては、非常勤医師の賃金の減額でございます。

次に、６、法定福利費、289万8,000円の減額につきましては、職員の退職・人事異動及び共済費の追加

費用の率の確定による減でございます。

以上、市民病院に係る病院事業会計の補正予算でございます。よろしくご審議をお願いいたします。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑をお願いいたします。

（「１点だけ」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 賃金で非常勤医師のことの説明をお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） 上村総務課長。

〇病院総務課長（上村好夫君） 非常勤医師の賃金につきましては、大学から大学の非常勤医師として35名

ほどの外来診療とか当直日直を行っていただいておりますが、そちらのほうが寄附講座によりまして内科

医師が１名ほど27年度は増いたしましたので、その関係で、非常勤医師のほうの人数が減りました。そう

いった関係で、当初予算よりも非常勤医師のほうの賃金のほうで不用額が出ましたので、減額いたします

ということです。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） よろしいですか。はい。

それでは、質疑を終結いたします。

これより議案第12号の採決をいたします。

議案第12号「平成27年度筑西市病院事業会計補正予算（第４号）」のうち所管の補正予算について、賛

成者の挙手をお願いいたします。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、可決されました。

（「どうもありがとうございました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、病院と教育委員会の入れかえをお願いします。

〔執行部入れかえ〕

〇委員長（増渕慎治君） それでは、次に、教育委員会所管の審査に入りたいと思います。

議案第３号「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、教育委員会所管の補正予算につ

いて説明をいただきたいと思います。

まず最初に、鈴木学校給食課長。
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〇学校給食課長（鈴木忠夫君） それでは、議案第３号、学校給食課所管の補正予算第９号についてご説

明申し上げます。

平成27年度事業費の確定に伴う歳入歳出の補正でございます。予算書10ページ、11ページをお開き願い

ます。第４表、地方債補正変更の学校給食センター整備事業でございます。事業費の確定に伴い、補正前

限度額から400万円を減額し、限度額を5,170万円とするものでございます。

続きまして、16、17ページをお願いいたします。歳入でございます。款22市債、目10教育債、学校給食

センター整備事業費の確定に伴い、学校給食センター整備事業債400万円を減額補正するものでございま

す。

続きまして、38、39ページをお願いいたします。歳出でございます。款10教育費、項６保健体育費、目

３学校給食費、学校給食センター整備事業の下館学校給食センター解体・跡地整備工事費確定に伴い、10万

9,000円の減額をお願いするものでございます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。ご苦労さまでございます。

次に、川田施設整備課長。

〇施設整備課長（川田和正君） 施設整備課長の川田でございます。どうぞよろしくお願いします。

それでは、「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、施設整備課所管部分についてご説

明申し上げます。

議案書６ページをお開き願います。一番下の欄になります。款10教育費、項３中学校費、事業名、中学

校施設環境整備改修事業、金額で１億2,938万6,000円でございます。これは、国の平成27年度一般会計第

１次補正予算の内示を受けたことに伴いまして、同事業を前倒しし、さらに未契約にて全額を繰り越しす

るものでございます。詳細につきましては、歳出のところでご説明申し上げたいと思います。

続きまして、７ページをごらんいただきます。第４表、地方債補正、１、追加でございます。最後のほ

う、目的欄２番目の学校整備事業でございます。こちらの限度額を8,130万円といたします。

続きまして、12、13ページをお願いいたします。歳入でございます。款15国庫支出金、項４交付金、目

10教育費交付金、説明欄４、学校施設環境改善交付金でございます。当初予算２億1,950万8,000円に対し

まして、4,109万5,000円を増額し、総額２億6,060万3,000円とするものでございます。

続きまして、16、17ページをお願いいたします。款22市債、項１市債、目10教育債、節７学校債、説明

欄１、学校整備事業債でございます。8,130万円を追加するものでございます。先ほどの交付金、それか

ら今の市債ともに、さきに申し上げましたとおり、国の平成27年度一般会計第１次補正の内示を受けたこ

とに伴います事業の前倒しということになります。

続きまして、38ページ、39ページをお願いします。歳出でございます。款10教育費、項３中学校費、目

３中学校営繕費でございます。説明欄上段の２番目になりますが、中学校施設環境整備改修事業について、

工事の監理委託料610万円、それから工事請負費１億2,328万6,000円、合わせて１億2,938万6,000円を追
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加補正するものでございます。これは、下館西中学校及び下館南中学校の屋内運動場、さらに関城中学校

武道場の非構造部材の耐震化を行うためのものでございます。具体的に申し上げますと、つり天井や照明

器具、あるいはスピーカー、バスケットボール、そういった非構造部材の落下防止対策を行うものでござ

います。地震のときの安全性を確保するものでございます。

以上でございます。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑をお願いいたします。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 財源のことなのですけれども、これ合併特例債は適用にならないのですか。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、川田課長。

〇施設整備課長（川田和正君） 合併特例債を予定しております。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 総額１億二千九百何万円ということに対して、その割合が合併特例債使われるの

は全額なのか部分なのかはちょっとわからないのですが、起債も何か少ないような感じに見受けるので、

どうなのかなと。

〇委員長（増渕慎治君） 川田課長。

〇施設整備課長（川田和正君） 財源のほうですが、国の補助金と、それに伴う負担分の95％を合併特例

債対象で、残り５％が一般財源というふうな状況です。

（「そうですか、では、いいです」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほか。

稲川委員。

〇委員（稲川新二君） 施設整備の関連で、どうしてもこの時期にお聞きしておきたいのですけれども、

今回予算の中で空調設備の整備が出されました。例えば通った場合に、きょうもすごく暖かいですけれど

も、どのタイミングで整備なさるのか、ちょっとお聞かせ願えれば、どういう考えがあるのか。

あと、例えば空調設備の工事にかかわる契約形態ですけれども、各その中学校の地域の業者なんて使う

ようなお考えなんかあるかどうか、ちょっとお聞きしたいのですけれども。

〇委員長（増渕慎治君） 川田課長。

〇施設整備課長（川田和正君） 整備の時期でございますが、今回の予算は国のほうからの交付金等でご

ざいます。通常でございますと、大体国から内示があるのは５月中旬以降ぐらいの時期に国のほうから内

示があるわけなのですが、その内示を受けまして、それからの発注ということになりますので、６月中に

入札を行えればベストかなというぐらいの状況になります。

それから、業者に関しては、こちらに関しては施設整備課の権限ではございませんので指名選定委員会

のほうで指名することに、指名できましたら、一般競争入札になろうかとは思うのですが、その点につい

ては何の申し上げようもございません。

〇委員長（増渕慎治君） 稲川委員。

〇委員（稲川新二君） 通ればですけれども、例えば予算がついて、結局夏休み入ってからついていたの
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では意味ないので、なるべく子供たちのためを思えば早目早目に対応なさっていただきたい要望と、あと

は地域の活性化もありますので、ぜひそういった工事業者も地元にいますから、ぜひそういった者を使っ

ていただければなと稲川が言っていたってちょこっと言って……。要望でございます。ちょっと外れまし

ていつも済みませんでした。

〇委員長（増渕慎治君） いや、大丈夫です。

そのほか。

（「済みません、追加」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） １点。さっきの体育館のつり天井の落下防止だとかということなのですが、あと、

残っている体育館とか、残っている耐震化というのはどうですか。

〇委員長（増渕慎治君） はい、どうぞ。

〇施設整備課長（川田和正君） 今回、下館西中学校、下館南中学校、それから関城中学校の武道場と３

カ所、残っておりますのは、今度、西中学校の武道場、それから下館南中学校の武道場、その２つだけで

ございます。

〇委員長（増渕慎治君） そのほか。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 今回はそこまでは内諾とれないのですか。

〇委員長（増渕慎治君） はい。

〇施設整備課長（川田和正君） 今回はこの３カ所だけを交付金申請しております。その理由としては、

下館南中学校それから下館西中学校については体育館のほうを先にやりたいということで、武道場も一緒

にやってしまうと、剣道、柔道やる場所なくなってしまうので、そういったことで、武道場につきまして

は１年おくらせて実施したいと思います。

（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） そのほかございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。どうもご苦労さまでございます。

次に、高島文化課長。

〇文化課長（高島健二君） 文化課から説明申し上げます。よろしくお願いします。

それでは、「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、文化課所管の補正予算について説

明します。

予算書14ページ、15ページをお開き願いたいとおります。歳入でございます。款18寄附金、項１寄附金、

目10教育費寄附金、103万9,000円の補正をお願いするものでございます。平成27年10月６日につくば市在

住の天賀谷茂様より100万円、平成27年11月13日に筑西市在住のハワイアン愛好会代表の柳田幸子様より

１万7,265円、平成28年２月12日に筑西市在住のようさん千代の会代表の比氣斌弘様より２万1,323円、合

計で103万8,588円の文化振興基金に対する指定寄附がございました。
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以上でございます。よろしくお願いします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結いたします。ご苦労さまでございます。

最後に、谷口スポーツ振興課長。

〇スポーツ振興課長（谷口充男君） スポーツ振興課の谷口です。よろしくお願いします。

議案第３号、スポーツ振興課所管の補正予算（第９号）についてご説明申し上げます。

予算書10ページ、11ページをお開き願います。第４表、地方債補正、旧市民プール解体事業でございま

す。旧市民プール解体工事が12月に完了し、事業費の確定に伴い、1,650万円を減額して補正予算として

計上したものであります。

次に、都市災害復旧事業2,680万円でございますが、次にご説明します体育施設災害復旧事業費の決定

により、新たに計上するものでございます。

続きまして、12、13ページをお開き願います。一般会計、款15国庫支出金、項２国庫補助金、目10教育

費国庫補助金、節３保健体育費補助金、細節５、体育施設災害復旧費補助金1,798万1,000円の減額でござ

います。９月の台風18号による豪雨災害による鬼怒緑地公園の復旧工事費が確定したことにより、補助対

象分工事費に対し補助金が決定し、当初予算に対し減額し、補正予算として計上したものであります。

続きまして、16、17ページをお開き願います。款22市債、項１市債、目11災害復旧債、節１公共土木施

設災害復旧事業債、細節２、都市災害復旧事業債2,680万円でございますが、第４表の地方債補正でご説

明したとおりでございます。

続きまして、歳出でございますが、38、39ページをお開き願います。款10教育費、項６保健体育費、目

２体育施設費、節15工事請負費の旧下館市民プール解体工事費2,099万6,000円の減額でございます。旧下

館市民プール解体工事の確定に伴い、減額補正をお願いするものでございます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑をお願いいたします。

三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 市民プールの跡地の利用計画はどうなのでしたっけ。

〇委員長（増渕慎治君） 谷口課長。

〇スポーツ振興課長（谷口充男君） 先ほど12月確定ということだったのですが、マラソン大会時の駐車

場として利用するのに間に合うことができました。現在のところ駐車場ということで整備しております。

〇委員長（増渕慎治君） 三浦委員。

〇委員（三浦 譲君） 今後の計画はまだなかったですか。

〇委員長（増渕慎治君） 谷口課長。

〇スポーツ振興課長（谷口充男君） 都市公園事業として都市整備課の公園街路関係で大きな下館総合公

園という形で計画しているものであって、私どもとしては今のところ教育委員会、スポーツ振興課でどう

こうという計画はございません。
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（「わかりました」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） ほかによろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（増渕慎治君） それでは、質疑を終結したいと思います。

それでは、以上で議案第３号について各部の説明、質疑が終了いたしました。

これより採決したいと思います。

議案第３号「平成27年度筑西市一般会計補正予算（第９号）」のうち、所管の補正予算について賛成者

の挙手を願います。

〔賛 成 者 挙 手〕

〇委員長（増渕慎治君） 挙手全員。

よって、本案は可決されました。皆さん、ご苦労さまでございます。

以上で、福祉文教委員会の審査を終了いたします。

執行部の皆さん、どうもお疲れさまでございました。

〔執 行 部 退 席〕

閉 会 午後 ０時２６分


